
43 

 

 
図 1 原型炉の運転段階とその目標  
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図２ 超伝導コイル開発における課題の構造  
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図 3 ブランケット開発における課題の構造  



46 

 

 
図 4 ダイバータ開発における課題の構造  

国外装置, 直線装置, 

LH D ,

(大学, N IFS, JA EA )

使用環境を支配する

物理現象の理解（ 配

位， デタッ チ， 等）

デタ ッ チプラズマの

特性と生成条件が明

らかではない

国外装置, 直線装置, 

LH D ,

(大学, N IFS , JA EA )

デタ ッ チプラズマの

実証と検証

高い放射割合のデ

タッ チプラズマを長

時間維持したい

  大型計算機

(大学, N IFS, BA )

デタ ッ チプラズマの

モデリング

デタッ チプラズマの

予測性を確保したい

JT-6 0 SA , ITER

不純物， ヘリウム灰

が核融合出力へおよ

ぼす影響

プラズマ閉じ込め特

性とデタッ チプラズ

マ保持の両立

JT-6 0 SA , ITER

プラズマ運転シナリ

オ実証

ダイバータ熱負荷低

減運転の実証

大型計算機

(大学, N IFS , JA EA )

燃焼プラズマシミ ュ

レーショ ン

統合的なプラズマ運

転シナリオの策定

プラズマ運転シナリオ

ダイバータ熱流束の低減運転シナ

リオ成立性の提示

未着手

先進冷却方式ダイ

バータの開発

原型炉性能向上のた

めには， 高い許容熱

流束が必要

直線装置, 熱負荷装

置， LH D

(大学, N IFS, JA EA )

ダイバータ機器の限

界除熱特性の理解

（ 定常， 過渡）

コンベンショ ナルな

除熱方式で炉を見通

せるか？

ITER

実環境における， タ

ングステン・ 銅ダイ

バータの限界特性

コンベンショ ナルな

除熱方式で炉を見通

せるか？

熱除去特性

直線装置, LH D

(大学, N IFS, JA EA )

プラズマ対向材料特

性理解（ タングステ

ン， カーボン）

高熱粒子束， 高中性

子束環境下で使用可

能な材料は何か？

未着手

銅合金の耐中性子照

射特性向上

高熱伝導材料は使用

できるか？

粒子排気特性

実験室実験， LH D

（ 大学， N IFS）

プラズマ対向材料に

おける水素リサイク

リ ング特性

原型炉において， 粒

子バランスを支配す

る素過程は？

ITER

実環境における水素

リサイクリ ング特性

の把握

原型炉における粒子

バランスは？

未着手

燃焼プラズマ維持に

必要な真空排気特性

原型炉で必要となる

真空排気特性は？

未着手

炉環境で使用可能な

真空排気装置の開発

炉環境下で使用可能

な真空ポンプはある

か？

未着手

熱除去と両立する粒

子排気シナリオ策定

デタッ チプラズマと

粒子排気は両立でき

るか？

ダイバータ機器で使用する材料と

冷却方式の確定

材料開発

直線装置, 熱負荷装

置, JT-6 0 SA , LH D

(大学, N IFS, JA EA )

低放射化材料の限界

除熱特性の理解

低放射化材料のダイ

バータ機器への使用

は可能か？

未着手

ダイバータ機器材料

の耐中性子照射特性

熱除去シナリオと整

合性の取れた材料選

択

粒子排気シナリオ成立性の提示

炉設計グループ

（ N IFS, JA EA ）

ダイバータ熱負荷と

整合性のある核融合

出力

想定している核融合

出力は妥当か？

稼働率

中間C＆R, 2 0 2 0

移行判断, 2 0 2 7

ダイバータデタッ チが必須

（ 熱負荷低減， 損耗低減）

ITERはダイバータのPFCと し

てタングステンを選択

銅合金： ～1 0  M W /m ²

フェ ライト ： ～5  M W /m ²
炉で使用可能な真空ポンプは

まだない
銅合金の使用限界： ～1  d p a

炉心プラズマ

炉設計

排気装置に要求される性能の明確化

現在の状況

原型炉に必要なダイバータ設計の見通しを得る

ダイバータ開発

理論シミ ュレー

ショ ン研究

ダイバータ熱流束低減運転がコアプラズマ

性能に及ぼす影響の明確化

炉心プラズマ

材料開発

ダイバータ機器で使用する材料の主案

提示と ， 照射試験に供する材料の確定
ダイバータ機器の限界除熱特性の明確化



47 

 

 
図 5 加熱・電流駆動システム開発における課題の構造  
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図 6 理論・計算機シミュレーション研究における課題の構造  
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図７ 炉心プラズマ研究における課題の構造  
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図 8 核融合燃料システム開発における課題の構造  
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図 9 核融合炉材料開発と規格・基準策定における課題の構造  
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図 10 核融合炉の安全性と安全研究における課題の構造  
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図 11 稼働率と保守性における課題の構造  
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図 12 計測・制御開発における課題の構造 
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